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【不眠症 Common diseaseの病態と心身への影響】 
不眠を呈すことの多い精神身体疾患
精神障害における睡眠障害

千葉 茂, 稲葉央子, 田村義之
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１睡眠障害の有無

最近，プライマリ・ケアにおける睡眠医療の重要

性が指摘されているにもかかわらず2)，医師が日常

診療のなかで患者の睡眠について尋ねることはいま

だに少ないようである．初診時は必ず，また再診時

には定期的に，患者が睡眠障害を有しているか否か

を尋ねる姿勢が望まれる．

２ 睡 眠 日 誌 の 利 用

睡眠障害には，「夜間の不眠」だけでなく「過度

の日中の眠気」もある．また，両者の問には密接な

関連性がある．例えば，夜間の睡眠不足は翌日の過

度の日中の眠気をまねき，一方，日中に十分な睡眠

をとれば夜間に眠れなくなる．したがって，患者に

は夜間のみならず日中における睡眠についても尋ね

ることが必要である．

睡眠日誌３１は，毎日の睡眠を自分で記入していく
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睡眠障害は，多くの精神障害において高率にみら

れる症状であり，例えば，うつ病では患者の80～

85％に出現する')．睡眠障害は，精神障害の初発症

状として，あるいは再発時には初期症状として出現

することも多い．一方，睡眠障害に対して早期に適

切な治療を行うことは，精神障害の臨床経過を軽症

化したり，時には精神障害の発症を防ぐこともある．

したがって，プライマリ・ケア医は，患者が睡眠障

害を訴える場合，その背景に精神障害が存在する可

能性を常に念頭に置いた診療を行う必要がある．

本稿では，まずプライマリ・ケア医が精神障害に

おける睡眠障害を診る際のポイントを挙げ，次に精

神障害にみられる睡眠障害の特徴，および治療の原

則について述べる．
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睡眠障害は，多くの精神障害において高率にみられる症状である。睡眠障害は，精神障害の初発症

状として，あるいは再発時には初期症状として出現することも多い。したがって，プライマリ・ケ

ア医は，患者が睡眠障害を訴える場合↑その背景に精神障害が存在する可能性を常に念頭に置いた

診療を行う必要がある．本稿では、まずプライマリ・ケア医が精神障害における睡眠障害を診る際

のポイントを挙げ，次に精神障害にみられる睡眠障害の特徴，および治療の原則について述べた．

睡眠障害は，精神障害の諸症状の推移に伴って増悪・改善を示すことが多い．睡眠障害の治療に際

しては，本質的な精神障害に対する根本的治療を念頭に置きながら，睡眠障害に対する迅速かつ適

切な対応を図るべきである．

睡眠障害の診かた
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